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本書は，清朝前期（本書では主に清朝建国から最盛期とされる乾隆期までとする）に
おける「扎薩克喇嘛(ジャサク＝ラマ)制度」の成立・展開の様相を分析することによ
って，清朝がいかにしてチベット仏教的世界観を共有する諸勢力と対峙していったの
か，その具体的な手段と達成の度合いを提示するものである。そしてその作業を通し
て，清朝という多様で巨大な政権について，ひとつの実像を描出することを試みる。

第一章では，入関前～順治年間に清朝が行った様々なチベット仏教政策を取り上げ，
扎薩克喇嘛制度設置
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に結びつく具体的な事象を分析し，扎薩克喇嘛制度の淵源と成立に至る経緯を解明す
る。第二章では，康煕年間における扎薩克喇嘛制度の展開と，当該時期の清朝が行っ
た青海・チベットに対する施策に扎薩克喇嘛制度が果たした役割を解明する。第三章
では，雍正年間の清朝によるチャンキャ三世招請と彼に対する処遇について，そうせ
しめた当時の情勢に鑑みながら詳細に検討し，その意義を考察していく。第四章では
，乾隆年間に実施されたチベット仏教政策を検討することで，乾隆帝が整備した扎薩
克喇嘛制度の実態とその意図を解明する。第五章では，チベット仏教世界が順次藩部
として組み込まれたのちに，各地域における統治政策に扎薩克喇嘛制度がどのように
運用されたかを分析し，清朝の藩部統治政策における扎薩克喇嘛制度の多様なあり方
を論じる。

作者介绍:

目录: 序 論
Ⅰ本書の視座及び問題の所在 Ⅱ扎薩克喇嘛制度の概要 Ⅲ先行研究 Ⅳ史料
Ⅴ本研究の構成 地図
第一章
入関前～順治朝の清朝とチベット仏教僧――扎薩克喇嘛制度成立に至る経緯――
第一節 太宗ホンタイジ時代のチベット仏教政策
第二節 アシャン=マンジュシュリとシレトゥ=フレーの成立
第三節 パンディタ=ノモンハンの事績 第四節 扎薩克喇嘛制度の成立
第二章 康煕朝の対青海・チベット政策と扎薩克喇嘛制度
第一節 康煕朝前半期の清・モンゴル・チベット関係と扎薩克喇嘛制度
第二節 康煕30年代の扎薩克喇嘛制度の危機とイラグクサン=ホトクトの処刑
第三節 チャンキャ二世ガワン=ロサン=チューデンの登場
第四節 康煕朝の扎薩克喇嘛制度における大国師
第三章 康煕朝末～雍正朝におけるチャンキャ体制の確立
第一節 チャンキャの転生者認定までの経緯 第二節
清朝による青海平定とチャンキャ三世招請
第三節 京師での処遇と大国師号の継承
第四章 乾隆朝のチベット仏教政策と扎薩克喇嘛制度の整備
第一節 雍和宮（ガンデン=チンチャクリン）の開基
第二節 京師・熱河の勅建寺とパンチェンラマ三世の来訪
第三節 乾隆帝のチベット仏教政策と扎薩克喇嘛制度
第五章 清朝の藩部統治政策における扎薩克喇嘛制度の役割
第一節 各地の扎薩克喇嘛制度の特徴 第二節
扎薩克喇嘛制度における「喇嘛旗」について
第三節 対チベット政策と扎薩克喇嘛制度
結 論
史料・参考文献一覧／あとがき／索 引
図 表 一 覧
【表】ビリクトゥ=ナンソ=ラマの活動／チャガン=ラマの活動ほか９点
【地図】扎薩克喇嘛制度関係諸地域／青海湖周辺のチベット仏教寺院
· · · · · · (收起) 

清朝前期のチベット仏教政策_下载链接1_

标签

javascript:$('#dir_21334260_full').hide();$('#dir_21334260_short').show();void(0);
http://www.allinfo.top/jjdd


清史

海外中国研究

近世史

边疆

蒙古内亚史

清代

民族史

日本汉学

评论

-----------------------------
清朝前期のチベット仏教政策_下载链接1_

书评

-----------------------------
清朝前期のチベット仏教政策_下载链接1_

http://www.allinfo.top/jjdd
http://www.allinfo.top/jjdd

	清朝前期のチベット仏教政策
	标签
	评论
	书评


